【論文】鷗外のアンビバレント―『雁』の結末をめぐって― by 小仲 信孝
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一
『雁』は完成に至るまでに長い空白期間があったことが知られている。 改めて確認しておくと、 明治四十四年八月、 「スバル」での『青年』連載を終えた鷗外は、九月から引きつづき同誌上で『雁』の連載を始めた 大正二年五月まで断続的に五回の休載を経て、 「弐拾壱」まで書き継がれる。連載 そこで打ち切りとなり、以後の部分
「弐拾弐」から「弐拾肆」は、大正四年五月、籾山書店から単行本として刊行されるにあたって加筆され、 『雁』は完結する。
二年間というこの長い空白の理由については、必ずしも明白では












































リートの道を歩む人間の特性 言い当てている。岡田とはつまり、規範から逸脱しない 、もしくは逸脱 きない人間なのである。
お玉は高利貸しの妾として市井に生きている。日の当たらない場
所でひっそりと暮らすお玉 、社会の表舞台で生 る岡田 の接点
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は想像しにくい。もちろん可能性がないわけではあるまい。岡田は「競漕の選手」であり「血色が好くて、体格がしつかりしてゐた」（壱）という。健康な肉体を持つ青年として異性への関心があっておかしくはない。実際、 「小青伝」を愛読していることから異性に無関心であったわけではない。しかし、たとえ岡田の視線がお玉の姿を捉えることがあると ても、あくまでそれは一瞬の出来事に過ぎず、お玉の存在は岡田の視界から消え去らなければいけ 。理性に身を委ねて生きることを選択して る岡田にとって、異性への関心という情動に惑わされることは、知的エリートとしての敗北を意味するからだ。それゆえ、岡田は理知的であ と同時に禁欲的でもある。も もと二人の人 が交叉す 可能性はほとんどないに等しかったといっても過言ではないだろう。
鷗外には結末を〈必然〉に託すという選択肢もあったはずである。
その場合、お玉に告白の場を与えれば い。しかし岡田という人物の造形、留学を目前にしている状況からして お玉の いを受け入れることはないだろう。一瞬 交わりは実現するものの、すぐに岡田の前から消えてい ざるを得な のだ。そしてお玉 いわば宿命の女として生きていくことになる。
こうした物語の展開が選ばれていれば、おそらく二年もの空白は
生まれなかったであろう。だが 鷗外は〈必然〉による完結の道を選ばなかった。長い空白期間を経て〈偶然〉という小説装置によ唐突な結末を用意し のだ。 こにはどのような事情があった か。
注目したいのは、小堀が連載中断に至った原因を「持てあました」




























玉が末造の妾となるまでをふり返ってみよう。きっかけ 「一人前の高利貸」 （肆）になった末造が、大学の小使いをしていた当時、通勤の途中に見かけたことのある「十六七 可哀らしい娘」 （同）のことを思い出したことであ 。お玉の居場所を突きとめた末造は、松源での「お目見え」 （同）の段取り つけ 。 「あの時はまだ子供上がりであつた に、おとなしい中に意気な処のある、震ひ附きいやうな顔をしてゐた」 （伍） 期待を膨らませ いた末造は、久々にお玉の姿を目の当 り する。
末造ははつと席を起つた。そして廊下に出て見ると、腰を屈






かったことである。無遠慮なまなざし お玉を ていた男は、もう一人いる。お玉父子を欺し、強引に婿となった「こはい顔のおまわりさん」 （肆）である。こ 男もまた、近所 「あの子はあん 好い器量で」 （同）と評判のお 性的欲望の対象とし まなざしていたはずである。しかもその権力によって強引にお玉をわが物にしたのだ。その意味で、お玉はこれまで絶えず男 ちから「物色 されてきたと えよう。
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だが、お玉は変貌する。 〈見られる女〉から〈見る女〉へ である。
ここで確認しておかなければならないのは の変貌 促 たのが、ほかならぬ男たちのまなざしであったことだ。
『雁』の語り手は、末造の妾となってからのお玉の変化について、まずその美しさに目を向ける。日に日に磨かれていく美しさは、父親も驚くものであったという。
まあ、なんと云ふ美しい子だらう。不断から自慢に思つて、













ていたはずだ。かつてその美貌ゆえ 「こはい顔のおまわりさん」に選ばれたように、末造もまた、美しさゆえに自分を選んだことを。お玉は律儀である。末造の囲い者になったお陰で年老いた父親の生活が守られ ることを恩義に感じている。だから そ、末造の期待に応えようと、より一層の磨きをかけ のであろう。なぜ自分が妾として選ばれたのか、承知していた ちが いのだ。その意味では、男から〈見 る〉ことに自覚的だっ だけかもしれない。
が、お玉を語るとき、より重要なのは、美しさの自覚がもたらし
たもうひとつの変貌、 すなわち〈見 〉へ 変貌 方である。 『雁』は、お玉が男たちによって美しい女として発見される物語であ と同時に、お玉が自身 美しさを自覚し 女として 価値 覚醒する物語であることを忘れてはな ないのだ。
それからお玉が末造を遇することは、愈厚くなつて、お玉の
心は愈末造に疎くなつた。そして末造に世話になつてゐるのが
難有くもなく、自分が末造の為向けてくれる事を恩に被ないでも、それを末造に対して気の毒がるには及ばぬやうに感ずる。それと同時に又 んの躾をも受けてゐない藝なしの自分ではあるが、その自分が の持物になつて果てるのは惜しいやうに思ふ。 （拾陸）
末造に対するこの醒めた目は何を意味するのか。少なくとも、お









活動を展開するなかで、 『雁』に先立つ作品にお玉と同じように意志を持つ女たちを登場させている。 『半日』の奥さんは、姑と鋭く対立しつつ、姑に奪われている会計を譲り渡すよう主張して譲らない。 『青年』の坂井夫人は〈見る〉女であった。彼女のまなざしは主人公小泉純一を誘惑し、翻弄する。二人に共通している は、内心の声に蓋をせず、忠実に従おうとする姿勢を堅持していることにほかならな
こうした女たちを登場させたこと いわゆる〈新しい女〉の出































「男の立場や権威に歯向かったりし」て「男の領域に突然侵入する」行為、堀場の評言を借りれば「規範からの逸脱」を許容すると、どのような事態を招くことになるのか。それを知ることができるのが『半日』である。『半日』の奥さんは、バトラーのいう「予期しない行為体」となって高山博士を困惑させ、苦しめる。奥さんの異端性が顕著に現れているのが、性的存在としての女に自己同一性を求めていることだ。家庭内での役割ということでいえば、奥さんは嫁・妻・母として生きなければならない。しかし、姑を「あんな人」としか呼ばない奥さんに嫁として 自覚 欠落していることは明らかだ。奥さんには母という意識も欠落したこ は小森陽一「核家族小説 して 『半日（（
（
』 」が指摘している通りである。奥さんは娘時代から美人の誉れが高い。 「お稽古に行く」ことを














からすると、こうした要求を突きつけられること自体、男の権威を侵されたことを意味する。家父長的な価値基準に則せば、家庭内を統治できない高山は、家長と の不適格性を証明されたに等状況にあったのだ。 「一体おれの妻のやう 女が又と一人あるだらうか。 （中略）孝といふやうな固まつた概念のある国に、夫に対して姑の事をあんな風に云っつて何とも思はぬ女がどうして出来たのか」と嘆くしかない高山は無力である。
しかも孝明天皇祭のこの日、妻に「孝」であることを切望する高

















急ぐ国家の規範であると ってい 。公的な目標 みに生き 私的な目標を排除することを厳守しなければならない岡田が、お玉の誘惑に従って私的な領域に足を踏み入れて くことは許されない。それは取りも直さず公的な領域から退場を余儀なくされ ことを意味する。知的エリートの道を歩んできた岡田がどちらを選ぶかはいうまでもないだろう。
が、しかし……。お玉の欲望を不当なものとして切り捨てること
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